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序

　文明動態学研究所文化遺産マネジメント部門は、岡山大学構内各キャンパスにある遺跡の調

査・研究・公開と保護の業務を担当しています。

　2023年度は、農学部Ⅱ号館エレベーター建設にともなう津島岡大遺跡第41次調査、共創イノ

ベーションラボ新営にともなう津島岡大遺跡第42次調査、ライフライン再生工事にともなう津

島岡大遺跡第43次調査のほか立会調査が112件超実施されました。

　また、構内にのこる旧日本陸軍関連施設の調査も行っております。津島キャンパスは旧日本

陸軍第十七師団の駐屯地であり、師団廃止後も岡山部隊が引き続き使用していました。文化庁

による埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査研究委員会が2024年に報告した『近

世・近代の埋蔵文化財保護について（報告） 』 では、近世・近代の遺構について「その所在と

価値の把握に努める必要がある」としています。旧陸軍の遺構について今後も慎重に取り扱っ

ていかねばなりません。

　文化遺産マネジメント部門は、引き続き構内遺跡の調査にあたるとともに調査記録・出土資

料を適切に保管し、積極的にその研究と公開に努めて参ります。

　発掘調査を始めとする業務を遂行することができたのは、関係諸機関・学内外の多くの人か

ら協力をいただいた結果であると認識しております。ここに感謝申し上げ、引き続きご協力を

賜りますようお願いするものです。

　2025年２月

岡山大学文明動態学研究所

 所長　松　本　直　子
　　文化遺産マネジメント部門 部門長　清　家　　　章
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例　　言
１． 本書は、岡山大学文明動態学研究所文化遺産マネジメント部門が、岡山大学構内において2023年４月１日から2024年３月31

日までに実施した埋蔵文化財の調査研究成果および本部門の活動についてまとめたものである。
２． 本書において報告している津島岡大遺跡は岡山市北区津島中一丁目～三丁目１番１号、鹿田遺跡は岡山市北区鹿田町二丁目

５番１号に所在する。
３．執筆者は、氏名を目次に記載すると共に、原則として、本部門所属教員の場合は文末に、第１章第５節については文頭に記した。
４．編集は清家章部門長・岩﨑志保チームリーダーの指導のもと、柴田亮が担当した。

凡　　例
１． 岡山大学構内の埋蔵文化財の調査にあたっては、2002（平成14）年４月１日から施行された「測量法及び水路業務法の一部

を改正する法律」に基づき、世界測地系を採用したが、それ以前の日本測地系による構内座標の相対的な位置関係を保持し
たまま座標値のみ世界測地系に変換している。各区画の座標原点と区割りは次のように定めている。

　１） 津島地区では、国土座標第Ⅴ座標系（日本測地系）の座標北を基軸とし、（Ｘ，Ｙ）=（−144,156.4617ｍ，−37,246.7496ｍ）
（世界測地系）を起点とする構内座標を設定している。構内座標の内部は一辺50ｍの方格で分割した区画を用いている。

　２） 鹿田地区では、国土座標第Ⅴ座標系（日本測地系）の座標北より東に15°振り出した座標軸を基軸とし、（Ｘ，Ｙ）= 
（−149,456.3718ｍ，−37,646.7700ｍ）（世界測地系）を起点とする構内座標を設定している。構内座標の内部は一辺５ｍの
方格による地区割りを用いている。

　３）挿図中で用いる方位は、津島地区・鹿田地区は国土座標（日本測地系）の座標北を、その他は磁北を用いている。
２．岡山大学敷地内で調査地点を示す場合、周知の遺跡にあたる場合はその遺跡名を、それ以外の場合は、地区名を付して示す。
３． 調査名称は、「発掘調査」に分類したものは、遺跡ごとに調査順に従って次数番号で呼称し、「試掘・確認調査」、「立会調査」

に分類したものは、原則、原因となった工事名を使用している。発掘調査のうち、小規模で確認調査から連続して調査した
ものは、「試掘・確認調査」に分類する。

４． 付表に記載した既往の調査一覧は、掘削深度が中世層以下に達するかあるいは遺構などが確認された調査のみを掲載している。
未掲載分も含め、すべてのデータは、当部門において保管している。

５．本文などで使用している調査番号のうち、2023年度のものは表３～５および2022年度以前のものは付表１・２と一致する。
６．本紀要に掲載の地形図（付図１）は、岡山市域図を複写したものである。
７．土層注記において、特徴的な包含物・事項については括弧内に記載した。




